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的
生

き
方
の

問
題
性
に

気
づ

き
、

て

い

る
と

言
え
よ

う
。

真
の

宗
教
性
を
求
め
る

べ

き
時
を
迎
え

ア

メ

リ
カ

の

宗
教
事
情
と
日
本
人
の

宗
教
性

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

那
須
　
英
勝

　

日
本
社
会
は
「

非
宗
教
的
」

で

日
本
人
は
「

無
宗
教
」

だ

と

説
く
よ

う
に

な
っ

て

久
し
い

が
、

海
外、

特
に

米
国
の

日
本
宗
教
研
究
者
は
、

日
本
社

会
は

中
世
以

来
「

世
俗
的
な

宗
教
社

会
」

で

あ
り、

現
代
の

日
本
人
は

自

己
に

対
し
て

も
他
者
に

対
し

て

も
、

非
常
に

寛
容
で

多
元
的
な
宗
教
観
を

持
っ

て

い

る

と

評
価

す
る

こ

と
が

多
い

。
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日

本

宗
教

に
対

す

る
こ

の

よ
う
な
評
価
の

違
い

が
生
じ
る

背
景
に

は
、

ま
ず、

米
国
の

日
本

宗
教
研
究
者
は

、

特
定
の

宗
教
的
信
仰
に

従
っ

て
生

活
す
る

こ

と
だ

け
で

な
く、

世
俗
的
な

環
境
の

中
で

宗
教
儀
礼
を

行
う
こ

と

や
宗
教
関
連
施
設

へ

参
拝
す
る

こ

と

も、

特
宀

疋

の

宗
教
に

対
す
る

信
仰
を
持
つ

こ

と
を

表
明

す
る
こ

と

と

同
様
に

重
要
な

宗
教
的

行
為
で

あ
る
と

考
え
る

点
が

あ
る

だ

ろ
う

。

例
え
ば

日

本
を

訪
れ

る

米
国
の

宗
教
砥
究
者
か
ら

「

イ
ス

ラ

ム

教

徒
の

年
間
の

メ

ッ

カ

の

巡
礼
者
数
（
二

五

〇

万
人
）

よ

り
も

、

伏
見
稲
荷

の

初
詣
者
数
（

二

七

〇

万
人
）

の

ほ

う
が

多
い

と
い

う
数
字
を
日

本
の

宗

教
批
評
家
は

過
小

評
価
し
て

い

る

の

で

は

な
い

か
」

と
い

う
意
見
を

聞
か

れ
る
の

は

私
だ

け
で

は

な
い

だ
ろ

う
。

し
か

し

米
国
の

宗
教

研
究
者
た
ち

が
驚
く
の

は
、

初
詣
な
ど

の

宗
教
行
事
に

お

い

て
、

米
国
人
の

常
識
を
遥

か
に
超
え
る

数
の

人
間
（

し

か

も
、

そ
の

大
半
が

自
分
を

「

無
宗
教
」

だ

と

考
え
て
い

る
）

が
、

非
常
に

狭
い

エ

リ

ア

に

建
て

ら
れ

た

宗
教

施
設
に

ト
ラ

ブ

ル

も
な
く
整
然
と

参
拝
で

き
る

の

は

ど

う
し
て

な
の

か
と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

　

日
本
人
の

道
徳
性
・

宗
教
性
に
つ

い

て
、

米
国
の

メ

デ

ィ

ア

は
、

東
日

本
大
震
災
直
後
に
、

米
国
社
会
で

は

考
え
ら
れ
な
い

秩
序
あ
る

行
動
を
し

た

こ

と

に

つ

い

て
、

様
々

な
報

道
が

な

さ
れ
た

こ

と

は

記
憶
に

新
し
い

が
、

そ
の

中
で

も、

宗
教
研
究
者
の

視
点
か

ら
は
、

震
災
発
生
一

週
間

後

（
三

月
一

七
・
一

八
日）

に
、

米
国
の

公

共
放

送
（

NPR

［
ラ

ジ

オ］
と
P

BS

［
テ

レ

ビ
］

）

に、

ダ

ン

カ

ン
・

ウ

ィ

リ
ア

ム

ス

氏
（
南
カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

大）
、

ジ
ョ

ン

：
不

ル

ソ

ン

氏
（
サ
ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

大）
、

ジ
ェ

フ

リ
ー
・

リ
ッ

チ
ー

氏
（
ベ

レ

ア

カ

レ

ッ

ジ
）

の

三

氏
に、

震

災
と
口

本
人

の

宗
教
観
に
つ

い

て

の

コ

メ

ン

ト
を

求
め

ら

れ
た

も
の

が
あ

り
大
変
興
味

深
い

。

三

氏
は

い

ず
れ

も
、

日
本
は

概
ね
世
俗
的
な
社
会
で

あ
る

が
、

非

常
の

事
態
に
直
面
し
た

時
に
は
、

そ
の

身
に

つ

い

た

宗
教
性
が

自
然
に

現

れ

て

く
る
と
い

う
。

し
か

し
そ
れ
は

米
国
人
が

考
え
る

よ

う
な

、

特
定
の

宗
教
的
教
義
に
も
と

つ

い

て

苦
難
の

原
因
を

宗
教
的
に

理
解
し

、

自
己
の

強
い

信
仰
に
よ

っ

て

乗
り
越
え
よ

う
と

す
る

も
の

で

は

な
い

。

被

災
地
に

お

い

て
、

倒
壊
し
た

建
物
に
無
言
で

合
掌
し
頭
を

下
げ
る
人
々

の

姿
に

こ

そ
、

日
本
人
の

深
い

宗
教
的
内
省
心
が

表
現
さ
れ

て

お

り、

ま
た
そ
の

よ

う
な
日
本
人
の

宗
教
性
を
、

社
会
的
に

最
も
よ

く
示
す
も
の

は
「

家
族
」

や
「

地
域
共
同

体
」

の

構

成
員
に

よ
る
「

宗
教

儀
礼
」

の

中
に

あ
り、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

の

中
で

粛
々

と

執
り
行
わ

れ
る

「

宗
教
儀
礼
」

に

こ

そ
、

日

本
人
の

宗
教
観
が

示
さ
れ

て

い

る
。

ま
た
、

震
災
の

よ

う
な
非
常
の

事
態

に

直
面
し
た

時
に

で

も
、

秩
序
あ
る

行
動
を

可
能
に

し
た
日
本
人
の

道
徳

性
・

宗
教
性
の

背
景
に

は
、

普
段
か
ら

様
々

な

宗
教
行
事
に

参
加

す
る
際

に

す
で

に

培
わ

れ

て

い

る

の

だ
ろ

う
と

分
析
し

て

い

る

と
こ

ろ

で

あ
る

。
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現
代
米

国
社
会
は

表
面
的
に

は

物
質
主

義
的
か
つ

世
俗
的
で

あ
る

よ

う

に

見
え
る

が
、

建
国
以

来
の

伝
統
と
し

て

個
人
の

信
教
の

自
由
が

幅
広
く

認
め
ら
れ
て

い

る

国
で

あ
り、

最
近
の

宗
教
意

識
調
査
で

も
米
国
市
民
の

七

割
以
上
が

「

特
定
の

宗
教
に

対
す
る

信
仰
が
あ
る
」

と

答
え
る

角
『
Φ

頴
≦

閃
。

歪

β
d
φ
即

巴
σQ

夏
ω

雷
巳
零
碧
 

し。

貫
く

亀

等）

と

い

う
世

界
で

も
最
も
宗
教
心
の

篤
い

市
民
に

よ
っ

て

成

り
立
っ

て

い

る
は

ず
の

社

会
で

あ
る

。

し
か
し

宗

教
的

教
義
に

対

す
る

強
い

信
仰
の

表
明
が
、

そ
の

裏
返
し

と
し

て

宗
教
的
非
寛
容
性
を
生
み
出
し
（
Ooh

比
鵬
⇔
口

譽
α

Z
Φ

卑

肉
戴

膏
ご

婁

ミ
、

ミ
ミ
§
融

ミ

ト
ミ
鳴

ミ
ミ

園

自
O
ご
、

人

種
差

別

や

性
差

別
な
ど
の

社
会

問
題
を
生
み
出
す
こ

と

も
指
摘
さ
れ

て

い

る
。

米
国
の

宗

教
研
究
者
が

、

日

本
人
の

宗
教
性
に

つ

い

て

関
心
を
持
つ

原
因
に

は

「

個

人
的

信
仰
」

中
心
の

宗

教
観
に

支
配
さ
れ

て

い

る

米
国
の

宗
教

文
化
に
内

在
す
る

問
題
を
ど

の

よ

う
に

解
決

す
る

か

と
い

う
と

こ

ろ

に

も
あ
る
の

だ

ろ

う
。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

宗
教
事

情
と

日
本
人
の

宗
教
性

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

寺

本
　
知
正

　
NCC

宗
教
研
究
所
で

は
、

二

〇
〇

二

年
か

ら
毎

年、
H

畧
霞−
「

Φ一
一

『q
δ
口
ω

ω

ε
α
網

ぎ

冨
O
β⊃

昌

と
い

う
プ
ロ

グ
ラ

ム

を

実
施
し
て

い

る
。

ド
イ

ツ

を

主
と

し
た
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

大
学
で

、

将

来
キ

リ

ス

ト

教
聖
職
者

、

宗
教

教

育
者、

研
究
者
を
目
指

す
学
生
を
一

学
期
間
に

数
名
迎
え
入
れ

、

日

本
の

諸

宗
教
に

関

す
る

講
義
と

交
流
を

行

う
プ
ロ

グ
ラ

ム

で

あ
る

。

背
景
に

は、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

宗

教
環
境
が

多
宗
教
圏
へ

と

変
化
し
て

き
た

と
い

う

事
情
が
あ

り、

学
生
が
日
本
の

多
宗
教

環
境
を

経
験

す
る

こ

と
を
趣
旨
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

彼
ら

学
生
た

ち
が

日

本
人
の

宗
教
性
を

ど

の

よ
う
に

捉
え

た

か
を

紹
介
し
検
討
し
て

み

た
い

。

　
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

諸
国
と

日
本
の

宗
教

事
情
を
隔
て

る

大
き
な
も
の

の
｝

つ

に

政
教
関

係
が
あ
る

。

「

日

本
で

は
、

教
会
は

国
家
か

ら
ど

の

よ

う
な

権

利
を

認
め

ら
れ
て

い

る

の

で

し

ょ

う
」

（
ゲ
ッ

テ

ィ

ン

ゲ
ン

大
学
所
属、

以
下

大
学
名
の

み
）

と

い

う
問
い

を

持
ち

参
加
し
た

学
生
が
い

る
。

日

本

と

は

異
な
り、

デ

ン

マ

ー

ク
は

国
教

会
を
も
ち

、

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

と
ノ

ル

ウ
ェ

イ
は
最
近
に

な
っ

て

分
離
が
実
施
さ
れ

た
。

ド
イ
ツ

に

国
教
会
は

存

在
し
な
い

が、

教
会
と

し
て

認
め
ら
れ
た

団
体
に

関
し
て

は
、

教

育
、

社

会

福
祉
事
業、

軍
隊
・

病
院
・

刑
務

所
な
ど
に

お

け
る

活
動
に

お
い

て

国

家
と
の

分

離
は

「

跛
行
的

分
離
主

義
」

（

善

家
幸
敏）

と

い

う
盟

友
閧

係

に

あ
る

。

す
な
わ
ち、

教
会
の

公
共

的
な

活
動
は

国
や

州
か
ら
の

財
政

負

担
を

得、

公

共
放
送
へ

理
事
を
送
る
な
ど
の

権
利
も

認
め
ら
れ
て

い

る
。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は
、

「

宗
教
」

は

個
人
の

信

仰
の

問
題
と

し
て

だ

け
で

は

な

く、

常
に

公
共
の

問
題
と
し
て

問
わ
れ
る

制
度
上
の

基
盤
が
あ
る

。

こ

の

点、

日

本
の

宗
教
の

社
会

参
画
の

意
識
は

、

注
意
深
く
検
討
さ
れ

る

必

要
が

あ
る

だ
ろ

う
。

学
生
の

多
く
は

、

大
阪
釜
ヶ

崎
の

「

希
望
の

家
」

の

活
動
に

共
感
し

、

同
時
に

「

節
分

。

吉
田

神
社
は

参
拝
者
で

い

っ

ぱ
い
」

「

大
き

な
寺
や
神

社
の

境
内
に

入
っ

た

時
に

感
じ
た、

都
市
生

活
か
ら

深

い

自
然
に

入
っ

て

い

く
時
の

よ

う
な

驚
き
の

感

覚
」

（
ラ

イ
プ
テ

ィ

ヒ
）

と
い

う
よ

う
に
、

祭
り
な
ど
の

行

事
や
宗

教
施
設

、

ま

た、

「

地
蔵

菩
薩

へ

の

信
仰
」

（
ミ

ュ

ン

ス

タ
i
）

な
ど
の

教
団
化
さ
れ
て

い

な
い

宗
教
と
、

地

域
共
同
体
と
の

繋
が

り
に

注
目

す
る

学
生
も
い

た
。

宗
教
は

「

特
別
な

こ

と
で

す
。

だ
い

た

い

毎
日

の

生

活
に

は

あ
ま
り
出
て

き
ま
せ
ん
。

仕
事

に

行
く
途

中
に

は

絶

対
に

教
会
に

入

り
ま
せ

ん
」

（
ベ

ル

リ

ン
）

と

教
会

事
情
を
紹
介
す
る

学
生
は

、

日
本
で

は

「

日
常
生
活
の

中
で

儀
式
を

守
っ
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